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は じ め に 

 

 

 東北地方の太平洋沿岸部を壊滅させ、犠牲者、

行方不明者１万９千人を超える、未曾有の大災害

となった東日本大震災は、改めて自然環境と社会

の関わりについて深く考えさせられる契機となり

ました。 

また、この震災による東京電力福島第一原子力

発電所の事故に端を発した電力不足の問題は、こ

れまで、当たり前に使っていたエネルギーが無限

でないことを認識させられ、その重要性を再認識

することになりました。 

このような中、再生可能エネルギーや省エネルギーの推進について、 

社会の関心がより高くなってきております。私たち一人ひとりが今の生活

を見直し、低炭素社会、循環型社会へと転換しなければなりません。 

本市では、平成１９年に策定しました「高島市環境基本計画」に基づき、

環境の保全及び創造に向けた施策を総合的かつ計画的に進めています。 

特に、平成 23 年度からは、資源循環型社会の実現を目指した取り組み

として、「高島市ごみ減量大作戦」と題し、これまで焼却していた紙ごみ

を分別し、リサイクルすることによって、多くのごみの減量化・再資源化

を市民の皆様のご理解とご協力を得ながら推進しております 

 

本書では、平成２２年度における環境の現状と、「高島市環境基本計画」

に示された施策の実施状況を取りまとめております。皆様の環境に関する

理解や関心をさらに深めていただくとともに、「びわ湖源流の郷たかしま」

の里山、里住、里湖に広がる豊かな自然や、様々な生き物の恵みを、いつ

までも後世に引き継いでいけるよう、今後の環境保全への取り組みに少し

でも役立てていただければ幸いです。 

 

 

 
平成２４年３月 

 
                         高島市長 
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【資料 国勢調査】 

【資料 国勢調査】 

  
（１）位置と地勢 

高島市は、滋賀県の北西部に位置し、総面積は６９３ｋ

㎡（琵琶湖を含めた面積）、総人口は約５万２千人を擁して

います。本市の東部は琵琶湖に、南西部は比良山地を境に

大津市および京都府に、北西部は野坂山地を境に福井県に

接しています。気候的には積雪量の多い日本海型気候で、

晩秋には「高島しぐれ」と呼ばれる降雨がしばしばありま

す。 

 

（２）人口の変化 

平成２２年の国勢調査における本市の人口は５２，４８６人で平成１７年との比較

では約２．７％の減少となり、引き続き減少傾向となっています。 

年齢別人口の構成比において、平成１７年と平成２２年との比較でみると、１５歳

未満の年齢層が減少し、６５歳以上の年齢層が増加していることから、平均寿命の伸

び、出生率の低下、若年人口の流出等を背景に少子高齢化が急速に進展しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．高島市の地勢 

１５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上 １５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上
昭和３０年 17,632 31,528 4,383 32.9 58.9 8.2
昭和３５年 16,090 31,593 4,637 30.8 60.4 8.9
昭和４０年 13,550 31,825 4,974 26.9 63.2 9.9
昭和４５年 11,859 32,477 5,482 23.8 65.2 11.0
昭和５０年 11,367 32,041 6,107 23.0 64.7 12.3
昭和５５年 11,248 32,878 6,800 22.1 64.6 13.4
昭和６０年 11,093 33,451 7,468 21.3 64.3 14.4
平成　２年 10,098 33,316 8,595 19.4 64.0 16.5
平成　７年 9,712 34,146 10,503 17.9 62.8 19.3
平成１２年 8,720 34,361 12,354 15.7 62.0 22.3
平成１７年 7,651 32,782 13,517 14.2 60.8 25.1
平成２２年 6,702 31,098 14,640 12.8 59.3 27.9

年齢別人口（人） 年齢別比率（％）

高島市年齢別人口階層表・比率
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【資料 高島市統計書】 

単位：ｈａ 

注１）田、畑、宅地、池沼、山林、牧場、原野及び雑種地は評価総地積 

注２）その他は非課税地積 

（３）土地利用 

本市は、滋賀県でも最大級の面積を有し、人口密度は県内の市の中で最も低い地域で

す。 

近年の土地利用形態は、森林や農用地が減り、宅地が増える傾向が続いていますが、

集落内には空き家が目立ち始める地区があり、昭和の宅地開発ブームの時期に造成され

た別荘地や宅地分譲地の中には、まだまだ多くの未利用地があるのが現状です。今後は、

必要以上の土地が開発されるのを抑制するなど明確な利用調整による土地利用の促進が

必要です。 

 

高島市土地利用種別面積（平成２２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

田 畑 宅 地 池 沼 山 林 牧 場 原 野 雑 種地 そ の他

4,864 562 1,250 31 10,959 1 1,151 485 31,831
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２．高島市の環境行政の枠組み 
 

●高島市環境基本条例 

高島市環境基本条例（平成１７年制定）は、環境の保全と創造についての基本理念、

市・市民・事業者（企業）の責務、施策の基本事項を定めており、本市の環境行政の

基本となるものです。この条例には、環境基本計画の策定や市民・事業者と協働で環

境保全活動に取り組む仕組みなどを規定しています。 

 

●高島市環境基本計画 

高島市環境基本計画は、人と自然が共生する良好で豊かな自然環境を将来の子ども

たちに引き継ぐこと、地域の歴史、風土、文化などを生かし育むこと、人類共有の課

題である地球環境の保全に向けて、環境への負荷を軽減する循環型社会を築き上げる

ことを目的とし、市の施策をはじめすべての事業活動は、環境を優先して行うととも

に、市民の意見を最大限に活かし参画と対話を通して行うものとしています。 

高島市新市建設計画における、将来目標像『水と緑 人のいきかう 高島市』に基

づき、人と環境の良好な関係に重点を置き、本市の将来像について、長期的、総合的

な施策の指針を環境面での総合計画として位置づけています。 

   

 ●環境基本条例体系図 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境関連条例、規則 

・高島市未来へ誇れる環境保全条例 

・高島市景観の形成および景観計画

に関する条例 

環境関連計画 

・高島市一般廃棄物処理基本計画  ・高島市地域新エネルギービジョン 

・高島市生活排水処理基本計画   ・高島市地域省エネルギービジョン 

 

高島市総合計画 新市建設計画 

高島市環境基本条例 

高島市環境基本計画 

２．高島市の環境行政の枠組み 
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高島市は、琵琶湖をはじめ里山などの豊かな自然に恵まれています。しかし、近年、

外来魚の増加や水草の繁茂など生態系に大きな変化が起きております。また、各種の開

発や人々の生活様式の変化による環境や生態系への影響が懸念されています。このこと

から、自然環境について保全・再生を図り、豊かな自然を未来に引き継いでいくための

対策が求められています。 

 

●自然保護と農林漁業の連携 

○環境保全型農林漁業の活性化 

森林、里山、川、農地、琵琶湖の自然と農林漁業は密接に関連しあっている

ことから、環境保全型の農林漁業を活性化し、自然環境の保全を図ります。 

 

●森林、里山の保全 

○雑木林の保全、里山保全の推進 

里山保全団体の育成や自然観察会、里、山、林を知る

ための講座開催、森林体験を通して森林、里山の保全に

取組みます。 

○竹林の整備 

竹林整備を推進します。 

○間伐材等の活用 

間伐を進め、人工林の多面的機能を向上させるとと

もに、間伐材等の有効活用に取組みます。 

○奥山の自然植生の保全 

琵琶湖の水源域であり、野生鳥獣の生息場所でもあ

る奥山に残された自然植生を損なわないよう維持しま

す。 

 

●動植物の保全 

○鳥獣被害の防止 

鳥獣被害防止のために集落、農地周辺の森林整備、有害鳥獣の個体数の制限

に取組みます。 

○野生生物の生態系の保護 

動植物の生息調査、希少種の指定で生態系の保護に取組みます。 

 

３．豊かな自然環境の保全 
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○河川水質の監視 

    定期的に市内の河川の水質検査を行い、河川等の水質の監視に取組みます。 

○河川水量の確保 

    森林や農地を保全することにより、安定した河川水量の確保に取組みます。 

○排水対策の推進 

水を汚さない、汚れた水を流さない取組みを推進します。 

○水質悪化の防止 

主要河川での水質検査を行い常に状況を把握するとともに、ヨシ群落等の水質

浄化機能のある在来の植物の保全を通して、水質悪化の防止に取組みます。 

○河川・琵琶湖の美化 

清掃活動等の推進により河川、琵琶湖の

美化に努めます。 

○魚、水中生物等の保護 

河川、水路および琵琶湖等に生息する魚、

水中生物などの保護に取組みます。 

○地下水の保全 

重要な役割を果たしている地下水の汚染

防止、水量の確保に取組みます。 

 

 

 

○地球温暖化防止の推進 

地球温暖化防止を推進するための計画の策定と対策の実施、地球温暖化対策を

計画的に推進するために、地球温暖化対策実行計画、地球温暖化対策地域推進計

画等を策定し、それに基づいた対策を実施します。 

○省エネルギー活動の推進 

    地球温暖化防止や資源の有効利用の観点から、家庭、学校、オフィス、工場な

どでの省エネルギー推進体制を構築し、計画の策定、普及啓発、活動支援など

の取組みを推進します。 

○自然エネルギー普及の推進 

     地球温暖化防止や地域のエネルギー自給率の向上を目的に、自然エネルギー普

及を図るため、計画の策定、普及啓発などの取組みを推進します。 

○新エネルギー施策の導入 

     新エネルギーを計画的、積極的に導入するため関連する計画を策定します。 

○エコドライブの推進（アイドリングストップ等） 

     地球温暖化防止を目的に、自家用車、業務用車両などのエコドライブを推進し 

ます。 

○環境マネジメントシステムの積極的導入 

    事務所等での環境マネジメントシステム構築を推進するため、普及啓発、学習

会の開催、支援施策の実施などの取組みを進めます。 

４．健全な水環境の保全 

 

５．快適な生活環境の保全 
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（１）目指す環境像 

高島市は、森林や田園地域、琵琶湖などの多様で豊かな自然の恵みを受けて歴史を

積み重ね、発展してきました。 

しかし、最近のまちの発展は、このような自然を破壊することにより得てきたもので

あり、この影響が身近な環境から地球規模にまで広がり、私たちの生活や活動と環境と

の関わりを見直さなければならないときがきています。 

自然と人の暮らしが調和されてきた環境を大切にしながら、持続可能な資源循環型

のまちづくりのしくみを確立する必要があります。 

このことから、環境面からみた高島市のあるべき姿として、環境像を次のとおり定

め、その実現を目指しています。 

 

 

 

 
 

（2）目的達成のための具体的取り組み 

６．環境に配慮した取り組み 

 

水と緑と人を大切に、自然と共生するまち 

～未来へ誇れる高島市の環境づくり～ 

●ごみ減量大作戦  ～紙ごみ減量プロジェクト～ 

『めざそうよ！紙ごみ減量 日本一』  

高島市内のごみは１日で約４０トン排出されていま

す。そのゴミを処理するために約１２億８千万円の経費

がかかっています。 

排出されるごみのうち７割が「燃えるごみ」であり、

また「燃えるごみ」のうち６割（全体の４割強）がリサ

イクル可能な紙ごみです。 

このことから平成２３年度より紙ごみの分別を市民

とともに取り組む「ごみ減量大作戦 ～紙ごみ減量プロ

ジェクト～」を展開しています。 

平成２５年度に１日当たりのごみの排出量を３０トン

以下にすることが目標です。 
●市役所庁内の推進体制 

 ■たかしま環境マネジメントシステム（ＴＥＳ）の取り組み 

環境政策課にＴＥＳ推進事務局を設置し、環境基本計画の推進、連絡・調整、環境

マネジメントシステムの運用などを行っています。具体的には、環境政策を実施する

際の各部局間の調整や進捗状況の管理などを行っています。 

■グリーン購入の取り組み 

商品などを購入する際、必要性を十分考慮し、価格や品質だけでなく環境のことを

十分考え、環境への負荷ができるだけ少ないものを優先的に購入する「グリーン購入」

を積極的に取り組んでいます。 
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【「たかしま生きもの田んぼ」プロジェクト】 

●森林、里山の保全 

里山保全団体の育成や自然観察会、

里、山、林を知るための講座開催、森

林体験を通して森林、里山の保全に取

組んでいます。 

また、間伐を進め、人工林の多面的

機能を向上させるとともに、間伐材等

の有効活用に取組みます。 

森林は、琵琶湖の水源域であり、野

生鳥獣の生息場所でもある奥山に残さ

れた自然植生を損なわないよう維持し

ます。 

 

●環境にやさしい農業の振興（農業振興課） 

水源かん養など多様な環境保全機能を持つ農地、農業を推進しています。 

また、環境や食の安全に配慮した有機農業などを推進しています。 

農業排水の浄化、汚濁水、富栄養化の要因となる排水を流さない農業を推進し、

自然農業を推進するとともに、消費者確保に努めています。 

 

【高島森林学校】 

【森林セラピーロード】 
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【環境学習・環境学習出前講座】 

【環境推進員会議】 

【エコライフ推進協議会】 

【高島市産業フェア】 

コライフ推進協議会】 

 ●環境学習の推進（環境政策課） 

次世代を担う子供たちが、生命の尊さを

理解し、自然に対する感性や環境を大切に

思うよう、体験や遊びなどを通して自ら考

え行動する環境学習を行っています。 

また、職場および地域での学習会の開催

など多様な主体が協働して、身近な生活行

動と環境との関わりや自然環境について

具体的な行動につながる環境学習を推進

するため出向いています。 

 

エコライフ推進協議会や環境推進員の

活動を応援し、市民との協働による環境保

全などの活動を推進します。 

環境ビジネスを活性化するため、関係組

織との連携を推進します。 
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（１）平成２２年度高島市環境マネジメントシステム結果 

 

（２）高島市環境関連補助金について 

 

（３）平成２２年度高島市のゴミ処理の状況 

 

（４）高島市環境関連施設の状況 

 

（５）平成２２年度河川等水質検査結果 

 

（６）高島市環境基本計画の数値目標について 

７．資     料 

 



　　(１)　平成22年度高島市環境マネジメントシステム結果（前年度対比）

項目番号 内容 達成率（a/b） 評価 対前年度（b/c）

計測値 1,350,591 ｋｗｈ 1,470,104 ｋｗｈ 1,359,929 ｋｗｈ 119,513 ｋｗｈ

金額換算 27,957,234 円 30,431,153 円 28,150,530 円 2,473,919 円

CO２換算 540,236 ｋｇ-ｃ 588,042 ｋｇ-ｃ 543,972 ｋｇ-ｃ 47,805 ｋｇ-ｃ

計測値 84,494 Ｌ 103,799 Ｌ 74,205 Ｌ 19,305 Ｌ

金額換算 8,297,311 円 10,193,062 円 7,286,931 円 1,895,751 円

CO２換算 211,235 ｋｇ-ｃ 259,498 ｋｇ-ｃ 185,513 ｋｇ-ｃ 48,263 ｋｇ-ｃ

計測値 526 ㎥ 413 ㎥ 430 ㎥ ▲ 113 ㎥

金額換算 281,305 円 221,086 円 229,964 円 ▲ 60,218 円

CO２換算 1,578 ｋｇ-ｃ 1,240 ｋｇ-ｃ 1,290 ｋｇ-ｃ ▲ 338 ｋｇ-ｃ

計測値 14,226 Ｌ 16,000 Ｌ 11,000 Ｌ 1,774 Ｌ

金額換算 1,253,311 円 1,409,600 円 969,100 円 156,289 円

CO２換算 38,410 ｋｇ-ｃ 43,200 ｋｇ-ｃ 29,700 ｋｇ-ｃ 4,790 ｋｇ-ｃ

計測値 2,797 ｋｇ 2,709 ｋｇ 2,798 ｋｇ ▲ 88 ｋｇ

金額換算 223,760 円 216,720 円 223,840 円 ▲ 7,040 円

CO２換算 2,238 ｋｇ-ｃ 2,167 ｋｇ-ｃ 2,238 ｋｇ-ｃ ▲ 70 ｋｇ-ｃ

金額換算 38,012,920 円 42,471,621 円 36,860,365 円 4,458,701 円

CO２換算 793,697 ｋｇ-ｃ 894,147 ｋｇ-ｃ 762,713 ｋｇ-ｃ 100,449 ｋｇ-ｃ

ｃ101
環境に関する情報を広報誌等で年
１２回以上提供します。

広報 年間 12 回 12 回 12 回 0 回 1.00 ○ 1.00

※　金額換算値　　電気：20.7円/ｋｗｈ　灯油：98.2円/L　LPG：534.8円/㎥　A重油：88.1円/L　ごみ（古紙類）：80円/kg （関西電力、石油情報センターより）

※　CO2排出係数　　電気：0.4kgCO2/ｋｗｈ　灯油：2.5kgCO2/L　LPG：3.0kgCO2/㎥　A重油：2.7kgCO2/L　ごみ（古紙類）：0.8kgCO2/kg （環境省、(財)省エネルギーセンターより）

― 11 ―

　　　平成２３年度高島市ごみ減量大作戦
　　　　　　　　　　　　　　　「紙ごみ減量ポスター」
　　　　　優秀賞　　八田　瑞希　さん

ａ103

本庁舎および別館、支所における
LPG購入量の総量を１9年度から21
年度の3年間の平均と比較して増
加のないようにします。

0.81

独

自

目

標

測定項目 Ｈ22目標値（a）

ａ101

本庁舎および別館、支所における
電気使用量の総量を19年度から21
年度の3年間の平均と比較して３％
削減します。

電気

本庁舎および別館、支所における
灯油購入量の総量を１9年度から21
年度の3年間の平均と比較して３％
削減します。

ａ104

－回年間 1 回

ａ102

環境マネジメント推進本部長が示す
テーマによる職員研修を開催しま
す。

職員研修

1.08

Ｈ22実績値（b） Ｈ2１年度実績値（c） 増減（a-b)

0.92 ×

1.40

LPG 1.27

灯油

0.96

○

A重油 0.89

○

×

合　　　　　　計

－1 ▲ 1回回 ×0ｂ101

1.45

ａ105
本庁舎および別館、支所における
燃えるごみの排出量21年度と比較
して増加のないようにします。

1.03 0.97燃えるごみ

本庁舎および別館、支所等におけ
るA重油購入量の総量を１9年度か
ら21年度の3年間の平均と比較し
て３％削減します。

×
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（2）高島市環境関連補助金について 

 

○高島地域エコフォスター活動事業 

■地域エコフォスター活動事業とは 

公的場所の美化や保全のため、市民や業者などが愛情と責任を持ってボランティ

アによる美化清掃を行い、環境美化に対する市民の意識の向上を図り、ごみの散乱

を防止する活動に対して補助を行います。 

 

■事業主体 ： 市民・事業者等です。 

 

■補助対象となる経費 

美化清掃活動に必要となる経費 

清掃用具の購入費、ごみ処理費、保険加入費などに関する経費など 

 

■補助金の額や補助率 

補助率 … 補助対象事業費の３／４以内 

限度額 １活動につき８万円 

但し、過去５年間において補助を受けた団体は４万円 

 

■高島市地域エコフォスター活動事業費補助金交付要綱または滋賀県淡海エコフォ    

 スター制度に基づき交付します。 

 

○生ごみ処理機設置事業 

■生ごみ処理機設置事業とは 

家庭からでる生ごみの自家処理への関心を高め、ごみの減量と再資源化を図る取

り組みに対して補助を行います。 

 

■事業主体 ： 市民です。 

 

■補助対象となる経費 

家庭用の電気式生ごみ処理機の購入に要する費用 

  

■補助金の額や補助率 

補助率 … 購入費用の１／２以内  限度額 ２万円 

同一世帯につき 1台を限度とする 
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■高島市未来へ誇れる環境づくり事業費補助金交付要綱に基づき交付します。 

○ごみ集積所整備事業 

■ごみ集積所整備事業とは 

ごみ集積所における犬や猫・カラス・風雪などによるごみの散乱を防止し、集積

所周辺の環境改善と公衆衛生の向上を図る目的で、一般家庭から出るごみを集積す

る施設を整備する事業に対して補助を行います。 

 

■事業主体 ： 自治会・区など地域の人々で組織されている団体です。 

 

■補助対象となる経費 

一般ごみ集積所のかご等を設置するための経費。 

 

■補助金の額や補助率 

補助率 … 補助対象事業費の２／３以内   限度額 ３万円  

             

■補助金の交付・申請については 

高島市未来へ誇れる環境づくり事業費補助金交付要綱に基づき交付します。 

 

○資源ごみ集団回収活動事業 

■資源ごみ集団回収活動事業とは 

日常生活から出る一般廃棄物のうち、再生可能な有価物の回収活動を促進し、ご

みの減量化・再資源化を図り生活環境の保全に資することを目的として行うごみの

集団回収活動事業に対して補助を行います。 

 

■事業主体 

市民グループ・団体です。 

○単位子ども会   ○単位 PTA 

○単位婦人会（女性の会）  ○単位老人クラブ 

○市内に活動拠点となる施設を有する社会福祉法人 

○その他市長が認める団体 

 

■補助対象となる経費 

集団回収事業により回収した資源ごみの量に応じて支払います。 

 

■補助金の額や補助率 

○ 新聞・雑誌・ダンボール・古着など    ３円／１㎏当たり 

○ ペットボトル・牛乳パック        ５円／１㎏当たり 
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＊年６回以上実施した団体に対する奨励補助 ５，０００円 

■高島市未来へ誇れる環境づくり事業費補助金交付要綱に基づき交付します。 

 

○太陽熱温水器設置事業 

■太陽熱温水器設置事業とは 

限りある資源の節約と省エネルギー意識の高揚、自然エネルギー機器の導入を推

進するために行う太陽熱温水器を購入する事業に対して補助を行います。 

 

■事業主体 ： 市民です。 

 

■補助対象となる経費 

太陽熱温水器の購入にかかる経費。 

 

■補助金の額や補助率 

補助率 … 購入費の１／１０以内   限度額 ５万円  

同一世帯につき１台を限度とする 

             

■高島市未来へ誇れる環境づくり事業費補助金交付要綱に基づき交付します。 

 

 

○太陽光発電システム設置補助金 

 ■太陽光発電システム設置補助金事業とは 

   地球温暖化防止対策の一環として、自然エネルギーの有効利用を促進し環境にや  

  さしいまちづくりを推進するため、太陽光発電システムを設置される方に補助金を 

  交付します。 

 

■事業主体 

   ○市内に住所がある方（実績報告時までに住所を市内に移される方を含む） 

   ○市税の滞納がない方 

   ○過去にこの補助金を受けていない方 

 

 ■補助対象となる経費 

  以下のすべての要件を満たすことが条件です。 

  ○住宅の屋根等への設置に適したものであり、低圧配電線と逆潮流有りで連携した   

   ものであること。 

  ○太陽電池の最大出力の合計値が１０キロワット未満であること。 
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  ○自らが居住する住宅（店舗等の併用住宅を含む。）等に設置するものであること。 

   市内に本店または支店を有する施工業者および販売業者から購入するものであ   

   ること。 

  ○システムが設置された建売住宅（未入居の新築物件に限る。）を購入する場合に 

あっては、補助金の交付の決定があった日から当該年度の末日までに住宅の引渡

しを受けるものであること。 

  ○電力会社と電力の受給に関する契約を締結するものであること。 

  ○未使用であること。 

 

 ■補助金の額や補助率 

   補助金 … １キロワットあたり３万円（限度額１０万円） 

 

 ■高島市住宅用太陽光発電システム設置補助金交付要綱に基づき交付します。 

 

平成２３年度高島市ごみ減量大作戦 

「紙ごみ減量ポスター」 

優秀賞  大森 倫 さん 
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（３）平成２２年度高島市のごみ処理の状況

１．ごみ回収の推移

ごみ回収の推移 （単位　ｔ）

　 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

収集ごみ 17,805.13 17,657.51 17,981.28 17,171.31 16,449.88 16,542.69 16,146.51

直接搬入 5,100.97 4,834.80 5,353.42 3,498.83 2,829.26 2,806.87 3,044.19

集団回収 336.10 324.79 393.11 299.92 289.94 246.09 240.46

全体 23,242.20 22,817.10 23,727.81 20,970.06 19,569.08 19,595.65 19,431.16

市民１人・１日あたり　９９２ｇ

２．ごみ排出量の推移

ごみ排出量の推移 （単位　ｔ）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

可燃ごみ 15,347.09 15,210.26 14,923.43 14,662.82 14,050.04 14,125.95 13,945.31

資源ごみ 2,337.22 2,307.61 3,029.86 2,497.69 2,297.63 2,292.07 2,122.12

不燃ごみ 4,385.61 3,998.06 4,476.92 2,386.52 1,995.12 1,911.26 1,884.93

粗大ごみ 1,045.53 1,242.60 1,231.18 1,376.77 1,194.70 1,233.49 1,448.26

有害ごみ 42.26 25.47 33.72 33.42 31.59 32.88 30.54

草木類 84.49 33.10 32.70 12.85 0.00 0.00 0.00

全体 23,242.20 22,817.10 23,727.81 20,970.07 19,569.08 19,595.65 19,431.16
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集団回収

全体
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Ｈ１６Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２
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ごみ排出量の推移

可燃ごみ

資源ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

有害ごみ

草木類

全体
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３．平成２２年度ごみ排出量の内訳

Ｈ２２ごみ排出量内訳 （単位　ｔ）

種類 可燃ごみ 不燃Ａ 不燃Ｂ 資源ごみ 粗大ごみ 有害ごみ 草木類 計

数量 13,945.31 1,627.48 257.45 2,122.12 1,448.26 30.54 0.00 19,431.16

割合 71.77% 8.38% 1.32% 10.92% 7.45% 0.16% 0.00% 100.00%

４．資源ごみ排出量の推移

資源ごみ量の推移 （単位　ｔ）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

古紙類 1,423.00 1,399.99 2,153.77 1,634.02 1,518.95 1,467.00 1,359.48

ペットボトル類 99.54 95.65 101.12 101.46 112.68 103.84 113.89

金属缶類 250.56 233.22 171.65 163.65 154.30 174.11 144.10

ガラスびん類 507.08 517.44 497.74 510.37 426.60 458.96 402.28

布類 57.04 61.31 105.58 88.18 85.10 88.16 102.37

全体 2337.22 2,307.61 3,029.86 2,497.68 2,297.63 2,292.07 2,122.12

0.00 

500.00 

1,000.00 

1,500.00 

2,000.00 

2,500.00 

3,000.00 

3,500.00 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

排
出

量

年度

資源ごみ排出量の推移

古紙類

ペットボトル類

金属缶類

ガラスびん類

布類

全体

可燃ごみ
72%不燃Ａ

8%

不燃Ｂ
1%

資源ごみ
11%

粗大ごみ
8%

有害ごみ
0%

平成２２年度ごみ排出量の内訳

可燃ごみ

不燃Ａ

不燃Ｂ

資源ごみ

粗大ごみ

有害ごみ
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５．平成２２年度資源ごみの内訳

Ｈ２２資源ごみの内訳 （単位　ｔ）

種類 古紙（新聞） 古紙（雑誌） シュレッダー 布 飲料用パック ダンボール ペットボトル類 金属缶 ガラスびん 計

数量 524.35 493.96 23.66 102.37 2.36 315.15 113.89 144.10 402.28 2,122.12

割合 24.71% 23.28% 1.11% 4.82% 0.11% 14.85% 5.37% 6.79% 18.96% 100.00%

６．平成２２年度ごみ処理経費の内訳

Ｈ22ごみ処理経費

種類
環境セン
ター経費

収集経費
ごみ袋等
経費

不燃物処理場
維持経費 その他 合計

金額 1,116,343,849 248,956,369 22,059,256 26,788,303 1,355,140 1,415,502,917

割合 78.87% 17.59% 1.56% 1.90% 0.10% 100%

環境センター経費
1,116,343,849  79%

収集経費
248,956,369  18%

ごみ袋等経費
22,059,256  1%

不燃物処理場維持

経費 26,788,303  
2%

その他 1,355,140  
0%

平成２２年度ごみ処理経費の内訳

環境センター経費

収集経費

ごみ袋等経費

不燃物処理場維持経費

その他

古紙（新聞）
24.71%

古紙（雑誌）
23.28%

シュレッ

ダー

1.11%
布

4.82%
飲料用パック

0.11%

ダンボール
14.85%

ペットボトル類
5.37%

金属缶
6.79%

ガラスびん
18.96%

平成２２年度資源ごみの内訳

古紙（新聞）

古紙（雑誌）

シュレッダー

布

飲料用パック

ダンボール

ペットボトル類

金属缶

ガラスびん
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７．平成２２年度ごみ処理収入の内訳

Ｈ22ごみ処理収入

種類
不燃物搬
入手数料

特別事業
所ごみ販
売代金

粗大ごみ
収集手数

料

ごみ袋販
売代金

廃家電収
集手数料

可燃物処
理手数料

有価物売
却代金

粗大ごみ
リュース事
業収入

その他 合計

金額 1,449,120 38,969,400 288,700 24,947,600 4,000 47,055 36,920,239 483,200 357,762 103,467,076

割合 1.40% 37.66% 0.28% 24.11% 0.00% 0.05% 35.68% 0.47% 0.35% 100.00%

８．平成２２年度環境センター経費の内訳

環境センター経費の内訳

種類 人件費 修繕費 需用費 その他維持費 起債償還費 減価償却費 合計

金額 149,715,999 186,247,275 211,573,166 47,022,142 35,785,267 486,000,000 1,116,343,849

割合 13.41% 16.68% 18.95% 4.21% 3.21% 43.53% 100.00%

人件費
149,715,999

13%

修繕費
186,247,275

17%

需用費
211,573,166

19%その他維持費
47,022,142

4%

起債償還費
35,785,267

3%

減価償却費
486,000,000

44%

Ｈ２２年度環境センタ－経費の内訳

人件費

修繕費

需用費

その他維持費

起債償還費

減価償却費

不燃物搬入手数料
1,449,120  1%

特別事業所ご

み販売代金
38,969,400  

38%

粗大ごみ収集手数料
288,700  0%

ごみ袋販売代金
24,947,600  24%廃家電収集手数料

4,000  0%

可燃物処理手数料
47,055  0%

有価物売却代金
36,920,239  36%

粗大ごみリュース事業

収入 483,200  1%

その他 357,762  0%
平成２２年度ごみ処理収入の内訳

不燃物搬入手数料

特別事業所ごみ販売代金

粗大ごみ収集手数料

ごみ袋販売代金

廃家電収集手数料

可燃物処理手数料

有価物売却代金

粗大ごみリュース事業収入

その他
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９．平成２２年度環境センター収入の内訳

環境センター収入の内訳 （単位：円）

種類
可燃物処
理手数料

有価物売
却代金

粗大ごみ
リュース事
業収入

再商品化
合理化拠
出金

合計

金額 47,055 36,920,239 483,200 55,762 37,506,256

割合 0.13% 98.44% 1.29% 0.15% 100.00%

１０．平成２２年度有価物売払代金内訳

有価物売却代金内訳 （単位：円）

種類 金属類 古紙類、古着等 びん類 ペットボトル類 その他 合計

金額 27,938,509 5,508,107 460,397 2,997,476 15,750 36,920,239

割合 75.67% 14.92% 1.25% 8.12% 0.04% 100.00%

可燃物処理

手数料
0.13%

有価物売却代

金
98.44%

粗大ごみリュー

ス事業収入
1.29%

再商品化合理

化拠出金
0.15%

平成２２年度環境センター収入の内訳

可燃物処理手数料

有価物売却代金

粗大ごみリュース事業収入

再商品化合理化拠出金

金属類
75.67%

古紙類、古着等
14.92%

びん類
1.25%

ペットボトル類
8.12%

その他
0.04%

平成２２年度有価物売却代金内訳

金属類

古紙類、古着等

びん類

ペットボトル類

その他



（４）高島市環境関連施設の状況
箇所　①
施設名 マキノ不燃物処理場
所在地 高島市マキノ町沢２０２番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場

埋立開始年月 昭和４８年１２月

全体容量 ５２，０００ｍ３
平成２２年度処理量 －
状況 平成１６年３月埋立終了
残容量 なし

箇所　②
施設名 今津不燃物処理場
所在地 高島市今津町杉山３５番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場
埋立開始年月 平成３年９月
全体容量 ５８，０００ｍ３
平成２２年度処理量 １，４６５ｍ３
状況 埋立中
残容量 １３，９０８ｍ３
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箇所　③
施設名 朽木不燃物処理場
所在地 高島市朽木荒川１１１９番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場
埋立開始年月 昭和５９年７月
全体容量 ５，３６８ｍ３
平成２２年度処理量 ２２ｍ３
状況 埋立中
残容量 １，９２５ｍ３

箇所　④
施設名 安曇川不燃物処理場
所在地 高島市安曇川南船木８１６番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場
埋立開始年月 昭和４７年１０月
全体容量 ２５，０００ｍ３
平成２２年度処理量 －
状況 平成７年３月埋立終了
残容量 なし
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箇所　⑤
施設名 高島横山不燃物処理場
所在地 高島市武曽横山１５３６番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場
埋立開始年月 昭和５９年２月
全体容量 １９，６００ｍ３
平成２２年度処理量 －
状況 平成２１年６月埋立終了
残容量 なし

箇所　⑥
施設名 新旭饗庭不燃物処理場
所在地 高島市新旭町饗庭７１７番地
施設の種類 一般廃棄物（陶磁器類・ガラス類）埋立処分場
埋立開始年月 昭和４３年
全体容量 １６０，４００ｍ３
平成２２年度処理量 －
状況 平成２４年３月再生整備工事完了
残容量 ２５０ｍ３
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箇所　⑦
施設名 高島市環境センター
所在地 高島市今津町途中谷２３６番地

施設の種類
ごみ処理施設（焼却施設）・・・
　流動床ガス化溶融炉方式
リサイクル施設

稼動開始年月 平成１４年１２月

能力
可燃ごみ処理　75ｔ/日
粗大・不燃ごみ処理　15ｔ/5ｈ
資源ごみ処理　10ｔ/5ｈ

平成２２年度処理量 １７，７３２ｔ

箇所　⑧
施設名 高島市衛生センター
所在地 高島市今津町今津７７０番地
施設の種類 し尿処理施設
稼動開始年月 昭和５２年４月
能力 ７０ｋｌ/日
平成２２年度処理量 １４，４３４ｋｌ
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箇所　⑨
施設名 高島市斎場
所在地 高島市今津町２２１１番地
施設の種類 火葬施設・・・火葬炉３基
稼動開始年月 昭和６０年４月
能力 ５体/日
平成２２年度火葬数 ６１８体

　大窪　しいな　さん　　　　　　白井　遼哉　さん　　　　　　　　小谷　光輝　さん

平成２３年度高島市ごみ減量大作戦「紙ごみ減量ポスター」
　　入選作品
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℃ cm mg/l mg/l mg/l mg/l MPN/100ml mg/l mg/l mg/l

14.0 >100 6.7 1.3 2.5 <1 8.7 1,400 0.085 0.54 0.003 -

13.8 >100 6.8 <0.5 0.9 <1 10.0 350 0.013 0.36 0.004 -

12.8 40 6.9 2.1 3.8 12 8.1 2,200 0.130 0.92 0.003 -

12.0 >100 7.3 <0.5 1.6 1 9.9 350 0.019 0.49 0.004 -

10.1 >100 8.0 0.5 0.8 <1 10.0 1,100 0.015 0.34 <0.003 -

12.8 >100 7.2 0.5 1.4 1 10.0 700 0.024 0.57 <0.003 -

15.6 >100 7.2 <0.5 1.4 <1 10.0 940 0.022 0.71 <0.003

14.5 >100 7.2 <0.5 1.4 1 10.0 700 0.024 0.48 <0.003 -

14.1 >100 7.1 0.5 0.8 1 9.9 940 0.027 0.71 <0.003 -

13.6 >100 7.0 0.5 1.0 <1 10.0 790 0.016 0.53 <0.003 -

13.2 >100 7.0 <0.5 1.2 <1 9.3 1,100 0.023 0.57 <0.003 -

13.8 >100 7.0 <0.5 1.0 1 9.7 790 0.015 0.38 <0.003 -

11.0 >100 7.1 <0.5 1.2 <1 10.0 350 0.006 0.36 <0.003 -

12.5 >100 7.1 1.3 1.2 28 11.0 940 0.017 0.32 0.003 -

12.0 33 7.2 0.6 1.4 10 12.0 2,200 0.013 0.26 <0.003 <0.001

14.3 67 7.0 1.1 1.8 5 8.9 1,700 0.022 0.29 <0.003 <0.001

15.1 >100 7.0 <0.5 1.4 <1 9.3 700 0.009 1.40 0.004 <0.001

11.3 >100 7.1 0.5 1.3 1 10.0 220 0.022 1.40 <0.003 <0.001

10.9 >100 7.2 0.5 1.1 1 10.0 110 0.010 0.78 <0.003 -

11.4 >100 7.4 <0.5 1.2 1 10.0 110 0.010 0.90 <0.003 -

14.8 64 7.1 0.6 1.4 2 8.9 1,700 0.055 0.72 0.003 -

14.0 55 7.1 1.0 1.8 1 7.6 1,100 0.099 1.00 <0.003 -

13.6 >100 7.3 0.5 1.4 2 9.7 940 0.007 0.77 <0.003 -

13.4 >100 7.3 0.6 1.6 1 9.3 790 0.046 0.64 <0.003 -

11.2 >100 7.0 0.7 1.8 1 6.8 940 0.025 1.30 0.003 -

11.1 >100 7.1 <0.5 1.1 1 10.0 1,100 0.010 0.35 <0.003 -

生活環境の保全に関する環境基準
●河川

ア
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酸
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）
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酸
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D

）
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質
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S
S

）
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存
酸
素
量

（
D
O

）

大
腸
菌
群
数

全
窒
素

（
T

‐
N

）

生水川

マ
キ
ノ

天川

青井川（下流）

安曇川（用水路）

針江大川

旧南川

唐竹川

大沼排水路

八田川

知内川

中ノ川

薬師寺川

酒波用水路

知内川（寺久保）

乙女ヶ池

南川

町
名

高
島

安
曇
川

新
旭

今
津

5,000MPN /
100ｍｌ以下

灰田堀川

和田打川

青井川（中流）

庄垂川

25ｍｇ/ｌ 以下

神奈川

水道1級・自然環境保全及
びA以下の欄に掲げるもの

利用目的の適応性
項目
類型

中の川

石田川

水道２級・水産1級・水浴及
びB以下の欄に掲げるもの

水道３級・水産２級及びC以
下の欄に掲げるもの

6.5以上8.5以下

6.5以上8.5以下

生来川（知内）

西内沼排水路

水産３級・工業用水１級及
びD以下の欄に掲げるもの

6.5以上8.5以下

工業用水２級・農業用水及
びEの欄に掲げるもの

工業用水３級・環境保全

基準値

水素イオン濃度
（ｐH）

生物化学的酸素
要求量（BOD）

浮遊物質量（SS） 溶存酸素量（DO） 大腸菌群数

6.5以上8.5以下

5ｍｇ/ｌ 以上

6.0以上8.5以下

6.0以上8.5以下

1ｍｇ/ｌ 以下

2ｍｇ/ｌ 以下

3ｍｇ/ｌ 以下

5ｍｇ/ｌ 以下

8ｍｇ/ｌ 以下

10ｍｇ/ｌ 以下

25ｍｇ/ｌ 以下

25ｍｇ/ｌ 以下

50ｍｇ/ｌ 以下

100ｍｇ/ｌ 以下

ごみ等の浮遊が
認められないこと

―

―

7.5ｍｇ/ｌ 以上

7.5ｍｇ/ｌ 以上

50MPN/100ｍｌ
以下

1,000MPN /
100ｍｌ以下

―

5ｍｇ/ｌ 以上

2ｍｇ/ｌ 以上

2ｍｇ/ｌ 以上

   平成２２年度河川等水質検査においては、11月に河川26地点、地下水2地点を調査しました。河川については,大腸菌
群数を除けば、概ねAA～Ａ類型に適合する水質でした。地下水A、Ｂ地点については、基準値以内であり地下水汚染は
ありませんでした。

※下記は今年度の河川データであり、環境基準と比較しております。指定類型はありませんが、ここでは指定類型Aを適
用し、比較しております。全亜鉛は指定類型はなく、全リン・全窒素については、湖沼の基準しかありません。ヒ素について
は、特殊事情がある河川のみ調査しています。

(5) 平成２２年度河川等水質検査結果

透
視
度

水
温

0.01mg
/ｌ以下

１、河川

　　　　　　　　　　項　目
河 川 名

ヒ
素

全
リ
ン

（
T

‐
P

）
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　 　　（注）　　　１　 自然環境保全：自然探勝等の環境保全
　　　　　　　　　２ 水道1級　　　 ：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの

水道2級　　　 ：沈殿ろ過等による通常の浄水操作をおこなうもの
水道3級　　　 ：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの

　　　　　　　　　３ 水産1級　　　 ：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産2級及び水産3級の
　　　　　　　　　　　  水産生物用
水産2級　　　 ：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産3級の水産生物用
水産3級　　　 ：コイ、フナ等、β －中腐水性水域の水産生物用

　　　　　　　　　４ 工業用水1　　：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの
工業用水2　　：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの
工業用水3　　：特殊の浄水操作を行う

　　　　　　　　　５ 環境保全　　 ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない限度

イ

生物A

生物特A

生物B

生物特B

●湖沼

I

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

           （注） 自然環境保全・水道1～3級・環境保全は上記と同じ

水産1種：サケ科魚類及びアユ等の水産生物用並びに水産2種及び水産3種の水産生物

水産2種：ワカサギ等の水産生物用及び及び水産3種の水産生物用

水産3種：コイ、フナ等の水産生物用

※下記は、地下水のデータであり、地下水の環境基準と比較し、汚染がないか調査しております。

92

14.6

>100
6.6

0.6

0.9

7
7.2

不検出

2
3.6

不検出

6

16.5

>100
6.5

0.9

地
下
水
Ａ

地
下
水
Ｂ

生物化学的酸素要求
量（BOD）

化学的酸素要求量
（COD）

1.4

　　　　　　　　地下水名
項目

生物Bの水域のうち、生物Bの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生
育場として特に保全が必要な水域

基準値

イワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息する水域

生物Aの水域のうち、生物Aの欄に掲げる水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生
育場として特に保全が必要な水域

コイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物及びこれらの餌生物が生息する水域 0.03ｍｇ/ｌ 以下

項目
類型 全亜鉛

0.03ｍｇ/ｌ 以下

0.03ｍｇ/ｌ 以下

0.03ｍｇ/ｌ 以下

水生生物の生息状況の適応性

項目
類型 全窒素

Ⅱ
水道1、２、３級（特殊なものを除く。）・水産1種・水浴及びⅢ以下の欄
に掲げるもの

利用目的の適応性
基準値

0.2ｍｇ/ｌ 以下 0.01ｍｇ/ｌ 以下

0.05ｍｇ/ｌ 以下

全リン

0.1ｍｇ/ｌ 以下

自然環境保全及びⅡ以下の欄に掲げるもの 0.1ｍｇ/ｌ 以下

水産2種及びⅤの欄に掲げるもの

0.005ｍｇ/ｌ 以下

水温

透視度
ｐH

0.03ｍｇ/ｌ 以下水道3級（特殊なもの）及びⅣ以下の欄に掲げるもの 0.4ｍｇ/ｌ 以下

水産3種・工業用水・農業用水・環境保全

0.6ｍｇ/ｌ 以下

1ｍｇ/ｌ 以下

２、地下水

浮遊物質（SS）
溶存酸素量（DO）

大腸菌

一般細菌
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人の健康の保護に関する環境基準

<0.001

<0.0002

<0.0005

不検出

<0.002

<0.0004

<0.001

<0.001

<0.0006

<0.002

<0.004

<0.001

1.0

<0.0002

<0.0006

<0.0003

<0.002

不検出

<0.003

<0.003

<0.001

不検出

<0.001

＜0.005

<0.001

<0.0003

<0.002

不検出

<0.003

<0.001

<0.0002

<0.002

<0.004

<0.0002

<0.0006

<0.002

<0.0004

<0.001

<0.0006

＜0.005

<0.001

<0.0005

不検出

<0.003

<0.001

不検出

<0.001

全亜鉛

カドミウム

全シアン

鉛

六価クロム

ヒ素

総水銀

アルキル水銀

PCB

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

四塩化炭素

ジクロロメタン

1，2-ジクロロエタン

1，1，1-トリクロロエタン

1，1，2-トリクロロエタン

1，1-ジクロロエチレン

シス-1，2-ジクロロエ
チレン

1，3-ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン

硝酸性窒素及び亜硝
酸性窒素

六価クロム

<0.001

<0.001

0.7

項目

カドミウム

全シアン

鉛

ヒ素

総水銀

アルキル水銀

PCB

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

四塩化炭素

ジクロロメタン

基準値

0．01mg/ｌ 以下

検出されないこと

0．01mg/ｌ 以下

0．05ｍｇ/ｌ 以下

0．01ｍｇ/ｌ 以下

0．0005ｍｇ/ｌ 以下

検出されないこと

検出されないこと

0．03ｍｇ/ｌ 以下

0．01ｍｇ/ｌ 以下

0．002ｍｇ/ｌ 以下

0．02ｍｇ/ｌ 以下

1，2-ジクロロエタン 0．004ｍｇ/ｌ 以下

項目

1，1，1-トリクロロエタン

1，1，2-トリクロロエタン

1，1-ジクロロエチレン

シス-1，2-ジクロロエチレン

1，3-ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

基準値

1ｍｇ/ｌ 以下

0．006ｍｇ/ｌ 以下

0．02ｍｇ/ｌ 以下

0．04ｍｇ/ｌ 以下

0．002ｍｇ/ｌ 以下

0．006ｍｇ/ｌ 以下

0．003ｍｇ/ｌ 以下

チオベンカルブ

1ｍｇ/ｌ 以下

フッ素

ベンゼン

セレン

ホウ素

0．8ｍｇ/ｌ 以下

10ｍｇ/ｌ 以下

ホウ素
フッ素

<0.1
0.1

＜0.1
＞0.08

0．02ｍｇ/ｌ 以下

0．01ｍｇ/ｌ 以下

0．01ｍｇ/ｌ 以下
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（6）高島市環境基本計画の数値目標について 

 

 平成１９年に策定した「高島市環境基本計画」の進捗状況を把握するための対象として、数

値を目標設定しました。この目標値に対して現在の数値は、以下のとおりです。 

 

 

 

○美化活動参加率              ２２年度 １４,５００人 

 

※計画書目標数値 

５年後 １４,４００人（＋２０％）  １０年後 １８,０００人（＋５０％） 

 平成１９年度 １２,０００人 

 

 

○区･自治会単位での環境担当役員の設置数  ２２年度数値 134団体〔144人〕（全体の 65％） 

 

※計画書目標数値 

 ５年後 １８団体（全体の１０％）  １０年後 １９５団体（全体の１００％） 

 平成１９年度：要調査 

 

 

○区・自治会、事業者、各種団体、学校等での環境学習会、交流会の実施数 

                      ２２年度数値 ２６回 ７４７人 

 

※計画書目標数値 

 区・自治会 ５年後 １８回（全体の１０％） １０年後 １９５回（全体の１００％） 

事業者   ５年後 ２０回（全体の３０％） １０年後  ３５回（全体の５０％） 

各種団体  ５年後 １０回（全体の１７％） １０年後  １８回（全体の３０％） 

学校    ５年後 １６回（全小学校）   １０年後  ２２回（全中学校） 

  平成１９年度：各種団体６回 １８０人  学校 小学生４年生対象 
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○環境こだわり農業の実施数     ２２年度実績 生産者 910 人 面積 120,510a 

 

○自然林の割合       ２２年度実数  52.55 ％ 19,429 ha（全森林面積 36,966ha） 

 

※計画書目標数値 

 ５年後 現状維持       １０年後 現状維持 

平成１９年度：４５％ １６,４５８ha（全森林面積３６,９６８ha） 

 

 

○魚貝類の種類           ２２年度現在   ３３種類 

 

※計画書目標数値 

 ５年後 現状維持       １０年後 現状維持 

平成１９年度：２１種類（調査で確認されている数） 

琵琶湖固有の魚貝類４０種類（魚類１２種 貝類２８種類） 

 

 

○ごみ排出量        ２２年度実績 一人当たり 991g/日  総量 19,431ｔ/年 

※参考 うち可燃ごみ排出量 

２２年度実績 一人当たり 712g/日  総量 13,945ｔ/年 

※計画書目標数値 

 一人当たり  ５年後 １,１０８g ／日（－７％） １０年後 ６７４g ／日（－４０％） 

総量 ５年後 ２１,２２０ｔ／年（－７％） １０年後 １３,６９０ｔ／年（－４０％） 

 平成１９年度：一人当たり １,１２０g ／日  総量 ２２,８１７ｔ／年  
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※計画書目標数値 

 生産者 ５年後   ６５０人（＋２２５％） １０年後  １,２４０人（＋４３０％） 

面積  ５年後  １,０１０ha（＋２７０％） １０年後  １,９５０ha（＋５２０％） 

平成１９年度：生産者 ２８９人  面積  ３７,５０７ａ 
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